
個
人
質
問

水
道
事
業
に
つ
い
て

問

山
武
郡
市
広
域
水
道
企
業
団
に
よ

る
給
水
事
業
開
始
か
ら
40
年
経
過
し
ま
し
た

が
、当
該
団
体
が
所
管
す
る
各
市
町
の
現
在

の
給
水
普
及
率
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答

建
設
環
境
部
長　
令
和
３
年
３
月

末
現
在
の
山
武
市
全
体︵
成
東
・
松
尾
・
蓮

沼
地
区
︶の
普
及
率
は
、81
・
８
％
で
す
。

　

そ
の
他
構
成
市
町
に
お
け
る
普
及
率
は
、

東
金
市
が
98
・
５
％
、
大
網
白
里
市
が
99
・

５
％
、九
十
九
里
町
が
92
・
６
％
、横
芝
光
町

が
77
・
１
％
で
す
。

　

山
武
市
と
横
芝
光
町
に
お
い
て
は
、
他
市

町
と
比
べ
、地
下
水
の
飲
用
世
帯
が
多
く
、普

及
率
に
差
が
生
じ
て
い
る
状
況
で
す
。

問

山
武
市
内
の
各
地
区
そ
れ
ぞ
れ
の

普
及
率
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答

建
設
環
境
部
長　
成
東
地
区
の
普

及
率
は
86
・
６
％
、
松
尾
地
区
は
72
・
０
％
、

蓮
沼
地
区
は
79
・
１
％
で
す
。

答

水
道
課
長　
山
武
地
区
の
普
及
率

は
51
・
８
％
で
す
。

問

新
し
く
水
道
に
加
入
す
る
際
に
必

要
と
な
る
費
用
負
担
等
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答

建
設
環
境
部
長　
山
武
郡
市
広
域

水
道
企
業
団
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
新
規
加

入
の
際
に
は
、水
道
引
き
込
み
の
た
め
の「
給

水
申
込
加
入
金
」と「
工
事
検
査
手
数
料
」の

ほ
か
、「
給
水
管
を
引
き
込
む
工
事
」が
必
要

と
な
り
ま
す
。ま
た
、配
水
管
が
前
面
道
路
に

布
設
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
、「
配
水
管
布
設

工
事
」が
別
途
必
要
に
な
り
ま
す
。

問

配
水
管
布
設
工
事
に
は
、
高
額
な

費
用
負
担
が
必
要
で
あ
る
と
聞
き
ま
す
が
、

現
状
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答

建
設
環
境
部
長　

新
規
加
入
時
、

前
面
道
路
に
配
水
管
が
整
備
さ
れ
て
な
い
場

合
の
配
水
管
布
設
費
用
は
、
す
べ
て
加
入
者

負
担
と
な
っ
て
お
り
、配
水
管
の
延
長
に
よ
っ

て
は
、相
応
の
工
事
費
が
発
生
し
ま
す
。

　

な
お
、
個
人
の
方
が
直
径
50
ミ
リ
メ
ー
ト

ル
以
上
の
配
水
管
を
布
設
す
る
際
に
は
、
助

成
制
度
が
あ
り
、
配
水
管
の
材
料
費
と
配
水

管
布
設
に
係
る
労
務
費
は
、
山
武
郡
市
広
域

水
道
企
業
団
が
負
担
す
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。

問

そ
の
助
成
制
度
が
あ
っ
て
も
、工

事
費
の
負
担
は
高
額
で
あ
る
と
考
え
ま
す
が
、

市
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

答

市
長　

水
道
事
業
へ
の
加
入
者

負
担
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
経
緯
も
あ

り
、負
担
の
公
平
と
い
う
立
場
か
ら
、必
要
な

負
担
と
し
て
お
願
い
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。ま
た
、水
道
事
業
は

広
域
事
業
と
し
て
展
開
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

市
独
自
の
支
援
に
つ
い
て
、
現
時
点
で
は
考

え
て
い
ま
せ
ん
。

自
然
災
害（
大
雨
洪
水
）の
対
策

に
つ
い
て

問

近
年
の
大
雨
に
よ
る
市
内
の
被
害

状
況
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答

総
務
部
長　
令
和
元
年
10
月
25
日

の
大
雨
で
は
、市
内
の
河
川
が
氾
濫
し
、山
武

や
成
東
の
一
部
地
域
に
お
い
て
、床
上
浸
水
61

件
、床
下
浸
水
48
件
の
被
害
報
告
が
あ
り
、そ

の
ほ
か
、
松
尾
町
の
豊
岡
地
域
や
市
内
海
岸

線
に
お
い
て
も
、
道
路
冠
水
等
を
確
認
し
て

い
ま
す
。

問

蓮
沼
の
海
岸
地
先
は
、
海
抜
が
低

く
、
大
雨
の
た
び
に
道
路
の
冠
水
や
排
水
路

の
氾
濫
が
見
ら
れ
る
状
況
で
す
が
、
今
後
の

洪
水
対
策
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答

建
設
環
境
部
長　
本
市
沿
岸
部
地

域
の
排
水
は
、
排
水
ポ
ン
プ
を
使
用
し
た
強

制
排
水
が
ほ
と
ん
ど
で
、
特
に
蓮
沼
地
区
に

つ
い
て
は
、
栗
山
川
河
口
部
分
に
あ
る
湛た

ん

水す
い

防
除
施
設
に
頼
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況

に
あ
り
ま
す
。

　

今
後
、
道
路
冠
水
箇
所
周
辺
の
水
路
や
側

溝
も
含
め
、
市
の
管
理
す
る
排
水
施
設
が
適

正
に
機
能
し
て
い
る
か
、
再
度
確
認
を
行
っ

た
う
え
で
、
必
要
な
箇
所
の
修
繕
や
機
能
回

復
等
を
考
え
、場
合
に
よ
っ
て
は
、湛た

ん

水す
い

防
除

施
設
へ
の
対
応
を
求
め
る
こ
と
も
考
え
て
い

き
ま
す
。

海
岸
を
活
用
し
た
持
続
可
能
な

ま
ち
づ
く
り

問

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ︵
持
続
可
能
な
開
発
目

標
︶や
新
し
い
価
値
観
の
取
組
が
地
域
全
体

で
求
め
ら
れ
て
い
る
今
、行
政
や
地
域
住
民

に
と
っ
て
も
、持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
に
は
、

対
話
や
ビ
ジ
ョ
ン
、ア
イ
デ
ア
や
優
し
さ
、﹁
お

も
て
な
し
の
心
﹂な
ど
、そ
れ
ぞ
れ
が
重
要
と

考
え
ま
す
が
、市
長
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

答

市
長　

本
須
賀
海
水
浴
場
が
、
令

和
元
年
に
国
際
環
境
認
証
の
ブ
ル
ー
フ
ラ
ッ

グ
を
取
得
し
ま
し
た
が
、
こ
の
認
証
継
続
の

た
め
に
は
、
ビ
ー
チ
に
お
け
る
持
続
可
能
な

発
展
の
実
現
を
目
指
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
厳
し

い
基
準
を
ク
リ
ア
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

　

そ
の
取
組
の
一
例
と
し
て
、海
岸
利
用
者
や

地
域
住
民
に
対
す
る
環
境
教
育
セ
ミ
ナ
ー
の

開
催
や
、
市
で
実
施
す
る
海
岸
清
掃
の
ほ
か
、

地
元
の
サ
ー
フ
ィ
ン
愛
好
家
を
中
心
と
し
た

団
体
に
よ
る
月
１
回
の
ビ
ー
チ
ク
リ
ー
ン
活

動
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
一
連
の
取
組
が
、美
し
い
砂
浜
を

維
持
し
、
自
然
環
境
を
守
る
意
識
が
次
世
代

の
子
ど
も
達
に
継
承
さ
れ
、さ
ら
に
は
、観
光

客
の
増
加
に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
、こ
の
取

組
こ
そ
が「
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
」で
あ

り
、「
お
も
て
な
し
の
心
」で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

れいわ 小
お

川
がわ

一
かず

馬
ま
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